
関節リウマチ患者を  17  19  免疫アレル  雷間l主人  本研究は、日本における関節リウマチ  本研究により関節リウマチの実地臨床  現在までのところ、関節リウマチ診療ガ  本研究では、薬物治療あるいは整形外  本研究班構成研究者は、関節リウマチ   
対象とした多施設共  ギー疾患予  の現状と問題点を縫続的に観測する多  における治療効果が検証され．副作用  イドライン作成への正隆的寄与はない  科的治療における短長期的有害車女を  開運書門誌や関連学会、各種研究会や   
同データベースの檎  肪・治療研  施設共同疫学研究である。そのための  を含む重篤な有害事象の発生状況が  が、今後の改定に際して、本研究編賃  計測していることから、これら介入治療  患者会において得られた疫学情報を報   
築と疫学研究システ  究  継続運用可能なネットワークシステムを  明らかになりつつある。軽年的解析で  は重要な参考資料になると考えられる。  の関与が否定できない副作用に関する  告しており、本邦における関節リウマチ   
ムの確立に関する研  構築し、日本における関節リウマチの  は、横断的あるいは縦断的な関節リウ  救済等行政的対応の参考になる什報を  診療の現状および問題点を伝達してい   
究  現状と問題点を明らかにしている。すな  提供できる可能性がある。   る。さらに書用ホームページ  

わち∴毎年約5000症例の患者什報を収  （NinJa：NationalDatabas00fRhoum8tic  

兼解析することにより、治療効果の検  l  8  6  0  25  l  0  0  0  
証、有害事象の発生状況を全国親機で  インターネット上で公開している。   
把握することができる他に類を見ない  
データベースである。生物学的製剤層  
新規治療法が続々と導入される現在に  
おいて重要なデータベースを作成でき  
た意鶴は大きい。   

関節リウマチ・骨粗鞋  17  19  免疫アレル  越智 隆弘  （1）関節リウマチ（RA）の主病巣は関節  （1）従来臨床現場では認識されながら  RA甘租軽症の診l折、治療に関する本  （1）諸親襖リウマチ診療現場での問題  当研究班の集線は、RAに関する新たな   
症の重症化防止治療  ギー疾患予  腔内の汁牒と考えられてきたが、骨髄  明確化されていなかったR人骨粗髭症の  研究成果はRAの治療ガイドライン、そし  点顔査報告暮（平成17年）は厚生労働  展開として欧米の論文に引用され、競   
開発研究  防・治療研  に主病巣があり、関節内の滑膜は二次  診断法と治療法が明示された．（2）病  て甘粕軽症ガイドラインの改訂時に絶  施策を臨床覇欄に反映させるために圭  合するようになっている。  

究  病巣であることを示した。（2）骨髄およ  異な資料として地方自治体にも使われ  
び滑膜病巣を形成するナース練絹胞に  る。（2）闇節リウマチ患者の自己管理  
よる各種血球細胞の活性化により免疫  の手引き暮（平成17年）は今後の厚生  9  74  78  74  145  57    0  0  

機序、骨吸収機序が明示され、従来不  労働施策として患者自立支援を進める  
明とされてきたRA病因、病態解明に近  うえで重要である。   
づいた。（3）RA特異的破骨細胞の発見  
も骨代謝として重要克ものである。   

関節リウマチ及び線  17  19  免疫アレル  西岡 久寿繊  （少閑節lノウマテの発症及び重症化に鯛  ①新想酵素阻害剤による治療薬の開発  ①絹維筋痛痘のガイドラインの作成準  （1横維新痛症治療薬としてFDAで始め  （り平成1丁年度、18年度ともに公開シン   
維筋痛痘の寛解導入  ギー疾患予  する酵素や阻害剤の機序と制御を解明  も進展をみせ、新規抗リウマチ剤の第ⅠⅠ  備が日本リウマチ財団の協力にて進ん  てプレガバリンの有効性について「第15  ポジウムを開催。②平成19年初旬アナ   
を目的とした新洩医薬  防・治療研  した。②アポトーシス導入による関節炎  相試験が開始された。②インフリキシマ  でいる。②同上の医療従事者向けの数  固未承認薬使用問題検討会護」におい  ウンサー自殺の報道に伴いテレビ各社   
品の導入・開発及び  究  の制御薬（ARGO98）が欧州および日本  プとエタネルセプトの臨昧研究が進み、  育研修用のDVDo－l8arnが作成された。  て研究代表者より臨床研究を陳述し  の報道にて繰維新痛点が取り上げら   
評価に関する包括的  で同時に開始され、カテプシンKなどの  本邦における適正使用のために、低用  た。（劃医薬品楼蘭こて抗Fas導入剤  れ、研究代表者がその病態について各   

研究  酵素随眉剤も臨床応用に入ろうとしてい  呈のメソトレキサートの併用に関する有  ARGO98が承認され治療薬の第lI相試  社の取材を受け説明した。③頼経新病  
る。③骨関節破壊の抑制に対してBMP  験が開始された。   52  203  之43  20  457  112   
を中心とした標的分子が同定され、丁場  日濃尾ホール（東京）にて第1国線維筋  0    4  

胞と骨破壊の結合メカニズムの全容が  痛症研究会を開催。④平成19年8月5日  
解明された。④線維筋病症の病因モデ  付朝日新蘭医臆面、10月21日付日本  
ル、病態調査が大きく進歩し、日本初の  軽薄新聞医療面に繊維筋痛應につい  
病應評価モデル」一円Qが開始された。  ての把手が取り上げられた。⑤平成20  
⑤筋骨格系の痛みのQOしの穐失が計  年2月1日付日本経済薪附こ高柳グ  
i的に解明された。   ループの研究が取り上げられた。   

変形性関節症の治  17  19  免疫アレル  中村 耕三  3．000例を超える世界長大規模の変形  本研究で確立された知的基盤に基づい  せ界最大規模のOA統合臨床データ  東大でのROADプロジェクト樹立にあた   

療・予防の棟的分子  ギー疾患予  性関節症（OA）統合臨床データベース  て根本的治療法が開発されれば、高齢  ベースの解析によってOAの有病率が  り平成18年¢月にプレスリリースを行   

の同定とその臨床応  防・治療研  の績築を達成した。ここでのデータベー  者の健鷹寿命の廷伸、QOしの向上に繋  従来の試貴を温かに超えていることが  い。4大新蘭に大きく取り上げられた。ま   

用  究  スは我が国のみならず、今後のせ界の  がるのみならず、労働力の確保という社  明らかとなった。この数は今後の高齢化  た、マウスジェネティクスの成果である  
OA研究のための貴重な知的財産とな  会的恩恵をもたらす。医僚経済的にも、  社会の加速によって益々増え続けるで  carmimohnの論文がNa山roMedicin8誌  
ることは間違いない。また学術的にも、  膝、股関節、腰椎OAの手術に要する医  あろう。このような大きな社会的要諦課  に掲載され．多くの新蘭、テレビニュー  
本研究の成果はNatureModjcino、  療費総額は年間5000億円を超過してい  45  11る  119  18  323  143  10  0  4                                                                                        凰こも拘わらず、その公的な研究支援  ス、報誌で紹介された。ROADプロジェク  
EMBOr8匹丘などの国際的一流鰍こお  る．また、米国の喜式鼻を我が国の膝と恩  規模は余りにも小さし、。厚労省の中でも  トでは、4回の市民公開講座を開いて、  
いて公表してきた。   の有症患者数だけに当てはめても年間  本研究課題は唯一の包括的OAプロ  

約4兆円の費用が必要となる。根本的  ジェクトであり、OA研究支援規模の拡  
治療法が実現して、OA羅患率、手術件  大を望むものである。   
致が半減すれば年間2兆円以上の医療  
費削組こつながることが期待される。  

リウマチ頚椎病変の  17  19  免疫アレル  米延 策雄  関節リウマチ頚椎手術に対する本研究  関節リウマチ頚椎手術に対する現状の  本研究課題申請の背景としては、関節  本研究をベースとした有効な治療計画  班構成■の枠をこえてリウマチ頚椎雇   

治療に関するエビデ  ギー疾患予  ま、評価方法から診断指欄、手術支  手術成層を評価し、その成頼の概要と  リウマチ診僚ガイドライン策定を行った  の立案・追及は、患者にとっての治療の  変の外科治療についてさ諭するna七0∩   
ンス形成のための体  防・治療研  緩、治環成層の解析にわたり多面的に  間粗点を示した。特に症例数を確保す  際に、外科治療、特に頚椎病変の外科  有効性増大、リウマチ診療に関わる非  widさなシステム（ネットワーク）の構築と   
制確立と技術開発  究  取り組んでいる点で類をみないもので  ることが難しい重症例に対し、多施設研  治療に関するエビデンスが極めて少な  外科医に対する認識向上、医療経済に  して、関心のある脊椎脊髄病医に広く  

ある。また、エビデンスを念頭におくと従  究で現状の成績を明らかにし、従来か  いことがある。本研究の成果は診療ガ  とっての効率性増加が可能となる。ま  呼びかけ、リウマチ脊椎病変の研究会  
柔からの評価方法では得られる籍実に  ら認識されているより改善していること  イドラインの改定に直接に資するととも  た、今回の研究により構築された多施  を平成18年1月21日、11月25日、平成  
限界があり、本研究を通じ評価方法に  を示した点は、こうした症例に対し今後  に、構築された研究体制はさらなるエビ  設研究のネットワークは、短時日での範  19年10月6日の3包にわたり開催した。  
対する新たな方向†生を示すことができ  さらに頚椎手術を推進する基礎データと  デンスを形成すると考えられる。   63  丁  25  18  128  26  0  0  3                                                                                                             果獲得にこだわらない中期的・長期的  マスコミにとりあげられたことなく、公開  
た。また複雑な背★を有する患者群に  な前向き研究の基盤である。リウマチ  
対して、統計学者の介入を得た外利治  頚椎病変治療の研究システム（ネット  

ワーク）の機業として、nationv椚doな基  僚解析がなされた点も特記すべきであ  
る。さらに、術中CT島影の併用を含め  盤作りに寄与した点は、社会的・行政的  
た丑新のナビゲーションシステムや新し  に意義がある。   
い手術方法による治療の成果を示した  
点も意義がある。   る。  

56   



免疫疾患に対する免  17  19  免疫アレル  小池 隆夫  本研究の目的は、難治性の自己免疫疾  難治性SJEに対する抗CD20抗体（リツ  難治性自己免疫疾患に対する、造血幹  既存治療（抗CD20抗体（リッキサン）な  研究班としては特に公開シンポジウム   
疫抑制療法等先端的  ギー疾患予  患における免疫系の異縄の特徴を明ら  キサン）の有用性を明らかにすることが  欄胞移植の治療レジメを発表した。今後  らぴに造血幹細胞移植）でも難治性自  ま開催しなかったが、班員の個別研究   
新規治療法に関する  防・治療研  かにし、先端的新規治療法を確立・開  でき、菌床応用のための基礎的知見を  は「先進医療」に申請する予定である。  己免疫疾患への応用が可能であること  の一部はマスコミで報道された。   
研究  究  発し、患者の生活の質を向上させ、さら  を明らかにし、難病が保険診療で治療  

には疾患の治癒を目指すことであが、  可能なことを示した。   
全身性エリテマトーデス、関節リウマ  0  165  0  1ヰ  109  7l  0  0  0  

チ、多発性筋炎、多発性硬化症などの  
難治性全身性自己免疫疾患や同質性  
肺炎などの難治性病矧こ対する先端的  
新規治療法の基礎的研究成果を上げる  
ことができた。   

免疫疾患の既存治療  17  19  免疫アレル  田中 良哉  膠原病やその治療によって併発し、生  多施設間の多数症例の雄京成績の解  膠原病に併発する重篤な臓器障害に関  
法の評価とその合併  ギー疾患予  命予後に重要な影響を及ぼす臓器障害  折から、膠原病に対する既存治療法に  し、以下の既存治療法が評価された。   
症に関する研究  防・治療研  として、血液障害であるS」Eに伴う血栓 微小血管躊痘（TMA） 

ウb  性害、ループス精  
神病、ステロイド骨租軽症、サイトメガロ  
ウイルス（CMV）感染症などが挙げられ  
るが、何れも症例数が少なく、その治療  67  4  99  198  18  27  2  0  0  

法の評価や危険因子に関しては世界的  
にも殆ど報告がない。今回、多施設間  
の多鞍症例の臨床成績の解析から、膠  
原病に対する既存治療法を評価し、治  
療のガイドラインや治僚のてぴきを作成  有し、CMV抗原血痕価〉56カウントの症  

した。   例）   

免疫アレルギー疾患  17  19  免疫アレル  秋山 一男  我が国人口の30％を超える有病率で  免疫アレルギー疾患に関しての病因・  免疫アレルギー疾患予防治療研究事♯  平成17年10月に発出された厚生科学  一般国民への情報発信、啓発活動とし   
予防■治療研究に係  ギー疾患予  あるアレルギー疾患医療の向上に向け  病敷こ関する基礎研究から新規診掛  こおいて、アレルギー疾患関連ガイドラ  宇議会疾病対策部会リウマチ・アレル  て、リウマチ・アレルギー情報センター   
る企画及び評価の今  防・治療研  た研究事♯の事務局機能を果たし、自  治療法の確立、各種ガイドラインの作  イン（気管支喘息、アトピー性皮膚炎、  ギ一対策垂■会報告書により示された  （http：／／www．aLh）rgYgOわ）HP上で、本   
後の方向惰の策定に  己管理のための各種マニュアルの作  成、有病率や予後等の疫学韻壬、等々  食物アレルギー等）、リウマチ疾患関連  リウマチ・アレルギー対策の基本的方向  事業での実施課題の年次成果の掲載   
関する研究  成、自己管理能力の開発教育システム  免疫アレルギー疾患医憬の現場に即遠  ガイドラインを作成し、さらにこれらガイ  性に則り、国と地方公共団体との適切  を行うとともに、各年度報告書の刊行、  

の構築、汀やパンフレット、セミナーを活  元しうる＃に日♯診療を見据えた研究  ドラインの効果的執行のための患者自  な役割分担と連携体制の確立の中で、  終7研究課題成果を記載した一般和ナ  
0  0  3  0  3  0  0  3  3  

した。斬新な自己管理マニュアルに対し  マテ・アレルギー医療体制の整備と連  育のためのコメディカル向けマニュアル  こおいては、国の役割として地方公共  ギーシンポジウム開催協力、自己管理  
て、多くの患者・患者家族から大きな反  摸して、現場で使用できる各種ツールを  を作成した。医師・コメディカル・患者間  団体が適切な施策を進めることができ  マニュアル各疾患の「セルフケアナビ」  
響があった。適切な研究課題の策定  開発、提供した。今後の我が国のリウマ  のパートナーシップの確立に高い効果  るよう、先進的な研究を実施し、事務局  作成等、本研究手業の成果を広く国民  
は、厚労省リウマチ・アレルギー検討委  として、その成果の普及を囲った。  全体に周知する種々事業を行った。   
■会報告の方向性に則ったものとして  
研究者の評価を得ている。   

ゲノム医学を活用した  17  19  こころの健  染矢 俊幸  本研究では、研究期間内に抗精神病薬  本研究では、向精神薬の反応性及び扁l  本研究の成果を厚生労働省委託費班  本研究の成果により、統合失韻痘およ  統合失調症およぴうつ病はいずれも非   
統合失調症及び気分  康科竿研究  関連約900、抗うつ薬関連約500のサン  作用に関連するゲノム情報との関連を  研究「感付障害の治療ガイドラインを用  びうつ病の症状・社会機能低下の持続  ♯に有病率の★い疾患であり、薬物治   

障害に対する個別化  プルを収集し、当初の目標数を達成し  解析し、有用な向精神薬の反応性、副  いた臨床実証的研究」研究報告会で発  期間が短縮し、自殺数の減少、患者の  僚の個別化を目指す本研究は社会的な   
治療法の開発  た。また、向精神薬の反応性および削  作用予凱こ関わる遺伝子多型の発見と  表し、薬物反応性の個人差を考慮に入  生活の貫（00Uの改善、患者の休職期  期待も高い。本研究班は、これまで国内  

作用とゲノム情報との関連につし、ての  新しい診断法、治療法の開発のための  れたガイドラインの構築が求められるこ  間の短縮・社会全体における労働力の  はもちろん世界的にもこの分野におけ  
0  39  15  0  ＄8  24  0  0  0                                                                       データベースの機業がl≠竜馴こ進めら  基盤的知識が獲得された。これらの成  とを提言した。本研究の成果はうつ病患  向上、入院期仰の短縮による医療真の  る成果を報告してきた書門的グループ  
れ、多角的かつ包括的な解析により有  果をもとに、個々の症例に即した薬物の  者の治療期間を短縮し、自殺率の減少  削減、精神科病床数の削減、向精神薬  から檎成されており、当該領姐＝おける  
益な知見が得られた。これらの研究成  のglH乍用に関する医療善の削減など、  
果を国内外の竿会にて発表するととも  わが国の精神科医僚における保健施  
に、多くの論文が国際一流書門ミ割こ掲  葉上の利益が期待できる。   
粧された。   

広汎性発達障害・AD  17  19  こころの健  加藤 進昌  画像研究では、近赤外線スペクトロスコ  NIRSを用いてADHDを特異的に診断す  PDD症状やADHD症状などに関する  発達障害の脳画像研究は、病臥病態  平成20年1月に「発達障害の理解と支   

HDの原因解明と効果  康科学研究  ピー（NIRS）について、広汎性発達障害  ることが可能と思われるストップシグナ  チェックリストを中心とする臨床評価、  の解明を主目的とするものが多いが、  援」と超した公開シンポジウムを東京大   

的発達支援・治療法  （PDD）に特異的な課題で、健鴬同胞が  ルタスクを開発した。この課題を用いて  NIRS、神椎心理横雇虻どを縮み合わせ  本研究ではN胴Sを用いて安全かつ簡便  学安田講堂で開催して、ADHDの脳利   

の開発一分子遺伝・  PDDと健常対照との中間的なレベルを  ADHDにおけるメチルフユニデートの効  ることによって発達障害の理解と支操に  こPDDやADHDの客れ的検査を行って、  竿、自閉症と遺伝子などの5題の講演   

脳画像を中心とするア  示し、この課題がひaitmark8「として有用  果の予測を客観的に行う自主臨床試験  より役立つ評価が可能になり、発達障  診断補助や治療の効果の評価を可能と  及び質疑応答を行い、発達障害の当事   
ブローチー  と示唆された∴息伝子研究では、15q領  の準備を整えた時に、それまで用いら  害の診断・治療ガイドラインの開発につ  する遣を開いた。これによって、発達愴  者や家族に加えて、医療・心理■教育t  

域でカスタムアレイによる網羅的な遺伝  れてきたメチルフェニデート製剤（リダノ  ながると期待される。特に、ADHDにお  害の当事者1名1名に役立つ検査法の  福祉など多様な分野の関係者など1000  

12  26  3  0  12  7  l  0  3                                                                                                       子検案で発見された一彦所の微小欠損  ン）のADHDへの使用が禁止となって計  ナるメチルフユニデートの効果の予測の  確立への見通しが得られ、発達障害の  名以上が参加した。活発な意見交換が  

ま、ある自閉症関連遺伝子のe（1tingに  画の変更を余儀なくされたために、当該  研究が本格的に実施されてその有用性  早期発見および早期介入を大きく推進  行われて、病医巨病態の解明を目指した  
関わる部位の可能性が高く注目され  年度内に実施できなかったが、予備的  が証明されると、ADHDの治療のガイド  する可能性が書まったことは、行政的意  生物学的研究の重要償および発達支  
る。遺伝子発現機欄に対する環境要因  熱を持つと考えられる。   操の改善・開発に寄与する可能性につ  
の関わりを検討するためDNAメチル化  いての理解が促進された。   
を解析し、その異禦の可能性のある部  
位を発見した。   
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先達陣青（広汎性発  17  19  こころの鍵  市川 宏伸  発達障害を書門としている研究者が、  大多敢の研究者は、臨床の第一線で  発達障害支援センター、ハローワーク  各研究者の報告に政策的提言を示  各研究者がその書門分野において、   

連陣青、ADHD、LD  廣科学研究  その分野で抱えている課題を対象に研  活躍しており、日♯臨床を研究の対象と  などの就労支援センターで活用する事  し、行政的施策に役立つように努めて  新胱、雑誌、テレビなどに登場して発達   
等）に係わる実態把  究を行っている。発達障害者支援法の  している。例えば、広汎性発達障青を見  を考慮して、「発達什害者の就労相談ガ  いる。「幼児期発達障害支援の鍵は現  障害の啓発・理解に努めた。各種講演   
握と効果的な発達支  検討に係わった看が中心であり、3年後  分けるツールの開発は、繍々な分野で  イドブックJを完成させた。「発達躊がい  在の健診制麿の充実J、「早期教育は雇  会において、発達障害の総論、診断、   
浅手法の開発に闇す  の見直しを視野に入れた検討を行って  求められており、この研究でも一定の成  青支援を考える実態調査報告書」を発  もがあるが、就学後への継続が不十  対応、教育などについて説明を行い、   
る研究  いる。現状の把握と問題点の指摘およ  果を得ている。特に各書門分野の連携  行して、発達障害への啓発を行った。こ  分」、r発達障害の特性を理解した教育  発達障害の啓発・理解に努めた。医療・  

120  m  57  0  ＄3  4  0  21  ヰ60                                                                                        びこれからの方策を示している。各研究  が必要な点については、臨床的に既知  の夏を目途に、これらの研究結果をもと  が就労にも有用」、「保護者の支援には  教育・福祉・心理・労働・司法関係者を  
善がこれらの研究結果を各書門雑誌等  の事実であり、この研究においても再確  に、各研究者の分堤執筆による、発達  成長手嶋の導入J、rテレビ会議による  対tとした研修会に参加して発達障害  
に報告している。   証されている。ここで得られた結果や結  醜書に関する単行本の発刊を予定して  ペアレントトレーニングは有用」、r成人  の啓発・理解に努めた。（主任研究者に  

論は、行政的施策には有用である。  いる。   期の診断及び支援ガイドライン策定が  
必要」、「発達障害の支線に関する市区  
町村の暮務と役割の明確化」「医療ケア  
と福祉ケアの連携が必要」など   

磁気共鳴画像及び遺  17  19  こころの健  大西 隆  本研究用憫を通じてMRIと遺伝子解析  本研究のゴールである中間表現型を用  病態研究であるが、統合失調症の治療  
伝子解析による統合  廣科学研究  に関する英文原著論文7編．その他英  法の開発には生物学的指標による診断  
失調症の診断法の開  文原書関連論文32編と一定の成果を挙  法の開発は重要な課題である。本研究  
発  lfることができた。特に日本人における  では研究目標を達成し、その結果は今  

統合失調症関連遺伝子とMRL神経心  後の厚生行跡こ寄与可能であると考え  8  39  6  0  68  25  0  0  0  

理学的評価など中間表現型を明らかに  る。   
した意義は大きいと考える。   画像の補正法も行ったが未完成であ  

リ、今後の課題である。  

双生児法による‡l神  17  19  こころの縫  加藤 忠史  本研究から、精神疾患に関して不一致  精神疾患に関して不一致な一卵性双生  医単における基礎研究の成果は、他グ  本研究の成果は、一般向けの喜■濱会   
疾患の病態解明  鷹科学研究  な一卵性双生児による研究の有効性が  児における病態研究によって、双捷性  ループによる追試や多数例での確認な  （都民講演会「躁うつ病（双極性障害）  

示されると共に、精神疾患に伴った脳形  障害に伴うPPIELのDNAメチル化低下、  どを経て次第に科竿的に妥当であるか  はここまでわかった」［早稲田大学国際  
態差異（PTSDと前部帯状回の体積低  統合失調症におけるADXおよぴSPEXl  どうかの評価が定着していくものであ  会議場 東京弁深大一己怠ホール、ZOO7  

下、気分陣育と扁桃体体操減少の開  の遺伝子発現増加、PTSDにおける前  り．論文が椙厳されてすぐに施策に反  年2月4日（土）】、および理化学研究所  
連）、DNÅメチル化差異（双捷性陣書に  映されるような性質のものではない。  和光研究所一般公開講演会「躁うつ病  
伴うPPIE」の低メチル化）、および遺伝  0  19  8  5  14  5  0  0  3  

手先現の差異（統合失調症における  いて発表した。また、本研究の成果は、  
A【〉XおよぴSEPXlの上昇）を同定するこ  新聞にも掲載された（2007年10月30日  
とに成功した。これらの所見は、精神疾  日刊エ♯新蘭）。   

患の生物学的マーカーとなる可能性が  
示唆された。   かった。  

心神喪失者等医療覿  17  19  こころの健  富川 和男  本研究で開発されたデータベース・シス  本研究で開発されたデータベース・シス  入院処遇では、指定入院医療機関6力  本研究で開発されたデータベース・シス  国立精神神経センター精神保健研究所   
軍法制度における書  應科学研究  テムを用いて、全国の指定人院医療職  テムを用いて、全国の指定人院医療機  所より、入院処遇を継続している者205  テムを用いて、全国の指定入院医療職  で実施している司法精神医学研修では   
門的医療の向上のた  開および緒定通院医療機関から指定医  関および指定通院医療機関から指定医  名について解析を行った。急性期の期  関および指定通院医療機関から指定医  約80名の研修者に、法務省保護局で実   
めのモニタリングに闇  僚機開の整備状況、医療覿罵浅対象者  僚機閤の整備状況、医療観察法対象者  間lま、平均任、中央値とも3ケ月を超え  僚機関の整備状況、医療れ察法対魚者  施している研修で全国の保ま観零所長   
する研究  10  【  9  0  31  2  0  0  4                                                         の基礎情報、指定医療機関における治  の基礎情報、指定医療機関における冶  ていた。また、回復期は、ガイドラインで  の基礎情報、指定医僚機関における治  10数名に対し、本研究での成果に基づ  

療期間や治療内容、退院に際しての住  薇期間や治療内容、退院に際しての住  の目安の期間よりも早い。社会復鳩期  療期間や治療内容、退院に際しての住  いた講義を実施し、医療観零法制度の  
居の確保、社会後胤こおける連携状況  居の確保、社会復帰における連携状況  こついてはほぼ同じか、若干短くなって  居の確保、社会復帰における連携状況  普及啓儀に努めた。  
等に関する情報を収集、解析することに  等に関する情報を収集、解析することに  いる。退院例については、早期退院事  等に関する什報を収集、解析することに  
よって、同法の書門的治療の現状と間  よって、同法の書門的治療の現状と間  例が含まれることから．ガイドラインより  よって、同法の書門的治療の現状と間  
題点が明らかにされた。   題点が明らかにされた。   短い在院日数となっていた。   題点が明らかにされた。   

精神医療に係る患者  17  19  こころの健  吉住 昭  匡l内外2之の資料から得られた434項自  精神科医環のアウトカム評価につい  情報公開については、矧こ発症した患  精神科医療のアウトカム評価をわが国  

の利用案聾や機能等  應科学研究  の臨床指標を、D8】帥i法の結果に基づ  て、諸外国で使用されているものをわが  者・家族にとって有効な情報が伝わって  の実什にあった形で改変し使用した。ま   
の評価及びその結果  き項目を絞り込み、その上で独自に作  国の実相こあった形で改変し使用した。  おらず、その点もふまえ、「公開される  た、稚神科ソーシャルワーカー、精神科   

の公表に関する研究  成した評価マトリックスヘ当てはめ、評  また、精神科医層の貫の向上には、治  情報を正しく読んで利用するための手  看護、作♯療法の機能評価表を作成し  
価犠遥と評価項月を設定した。また、積  便用した。それらを普及し使用すること  
神科医療のアウトカム評価は、諸外国  で、わが国の臨床の貫の向上に寄与で  
で使用されているものをわが国の実情  きる。機能評価指欄に関する諸外国  7  0  0  0  6  0  0  0  0  
にあった形で一定の改変をせざるを得  の詳細な文献の分析から、データ収♯  
ず、Au飢「濾胞nCounc前のアウトカム指  システムの存在、複数データの使用、  
棲とわが国の既存の資料に基づくデー  データに重み付けをした上での評価な  
タとの比較を行い、抗精神病藁多剤併  どが行われ、その上で評価結果の公開  
用卒などがわが国において著しく高いこ  がなされていることなどが明らかになっ  
となどを示した。   た。   
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犯罪被害者の精神健  17  19  こころの健  小西 聖子  犯罪被害者のメンタルヘルス領矧二お  海外で最もエビデンスの蓄積されてい  糟神保健福祉センターや保健所など地  犯罪娘害者メンタルケア研修への内容  研究成果を元に、メンタルヘルス書門雷   
康の状況とその回復  康科羊研究  ナる疫学研究、介入研究はいずれも数  る打olonged Ex匹SUrO法は、17名の患  増徴神保健福祉機関で使うことのでき  の反映させた精神保健研究所における  および当事者向けにw8bサイト「犯罪被   
に関する研究  が少ない。本研究では、複数の視点か  者の治憬前後の比較により初めて日本  る、資料も償えた「犯罪被盲者等支援の  「犯罪被害者メンタルケア研修」を二回  害者のメンタルヘルス情報ページ」を開  

ら犯罪被害者の実態を示し、有効な介  のPTSD患者にも有効であることが示唆  ための地域精神保健福祉活動の手引  実施し、今後も継続予定である。犯罪被  発した。  
入方法を知ることを目的とした。メンタル  された。また、犯罪被害者遺族73名へ  一類神保健福祉センターー保健所等に  害者基本計画検討会、分科会で本研究  http／／w≠へ∨．nCnPgOJp′－nimh′seoin／w洲  
ヘルス諸領域における犯罪被害者欄凋  の、我が国では初めての檎造化面接に  おける支援－」を作成した。PTSDの診  の成果が報告された。   w／in由xhtml針0longed Exposuro法の  
司法におけるそれとは異なっているこ  より、遺族の長期的メンタルヘルスの悪  斬を含むメンタルヘルスの問題への対  13  l  12  0  m  3  0  2  4                                                                                              創始者であるEdna Foaを招いてのワー  

と、しかし裁判とのかかわりが多いこと  化要因として主観的二次被害などが影  応のポイントと、関連機関や可能な支線  ウシヨッブ、漬濱会をおこなった。書籍  
がはじめて多角的に実証的に示され、  「犯罪被害者のメンタルヘルス」小西聖  
支援のためには速決と研修が必要であ  め93ページとなったので、すぐに使える  子編著（高僧雷雇）を研究班の研究者  
ることが示された。また有効な介入方法  ことを目指してさらに概要版（11ページ）  で分担執筆した。現在、校正作業中で  
について、臨床、地j或保健の観点から  を作成した。全国精神保健福祉センター  あり、間もなく出版される予定である。   
検討し、有効な方法を提示した。   に配布する。  

筋端正性ジストロ  円  †9  こころの健  石浦 章一  線虫からKO2H8．1遺伝子（CeMBLと命  リアルタイムPCRを用いて筋強直性ジス  DM筋は、未熟であることがいわれてお  マウス塩素チャネルのスプライシングを  世界筋強正性ジストロフィー会議（ミラ   
フィーの病態解明とR  廣科学研究  名）をクローニングし．それがヒトMBNLl  トロフィー発症に問わる種々のRNA結合   
NAを介した治療  のホモログ（37％の相同性）であること  タンパク質の発現iを、DM患者21例と   

を発見した。しかし、ヒトのように4つの  疾患対象者12例の骨格筋で調べた。患   
RNA結合モチーフは持たず、N末端に2  青筋で調べたのは、世界で初めてであ   
つ存在するのみであった。CeMBLはヒト  る。その結果、訊こはMBNL3の発現が   
MBNLl同機、CUGやCCUGリピートに結  ほとんど見られなかた。また、M8NLlと   
合することが、l酵母小roe－hツーId法に  MBNじ、C∈LflとCEU＝2を定iしたとこ   0  5  5  0  0  

よって明らかになった。また、CeM8Lの  ろ、どのmRNAの発現も患者と対照との   
エキソン1を含む511塩基の欠失を持つ  問で有意差は認められなかった。一方、   
変異体Tm1563を分離した。この変異傭  塩素チャネルやインスリン受容体のス   
の寿命は力ほと短かった。   ライシングを測定したが、患者で有意に  

胎児型の発現が上昇していた。   などの分子の効果は謎められなかっ  

急性脳炎のグルタミン  17  19  こころの健  ★楕 専制  急性脳炎・脳症の中には、抗GluR82抗  急性脳炎・脳症の中には神蛙分子等に   

酸受容体自己免疫病  廣科学研究  体■抗VGKC抗体・抗NAE抗体などの抗  対する自己免疫、サイトカイン、血液脳  脳炎・脳症の診断治療を迅速に進め、  ま、19，0／100万人年（年間2114例）と推  nVItedrevi8Wを依綾され、2007年の日   
態の解明から新たな  神経関連分子自己抗体がかなりの頻度  開門の破綻が病態に関与し、ステロイド  病態研究を加速するために、「急性辺  計され、小児の蕎患率は？56．4／100万  本神経学会のシンポジュウムに取り上   
治療法確立に向けた  で陽性の脳炎・脳症が存在することが  に反応する一群が存在することが分  縁系脳炎等の自己免疫介在性脳炎・脳  人年と推定した。後方視的研究ではあ  げられた。   

研究  判明した。非ヘルペス性急性辺縁系儲  かった。＝れまで対症療法的に治療され  症」の診断スキームを作成した。このス  るが成人・小児合計すると、急性脳炎・  
炎・脳症（NHAL上）急性期には血液脳関  てきた急性脳炎・脳症の病態に基づい  キームはホームページに掲載され  脳症は日本では年間3100人が罵患して  
門機能の低下が示唆され、感染等の煎  た新たな治療法が確立できそうである。  （http：／／wv′Whosp．gojprszoc2／06／06－  いるものと推定され、ウイルス直陣優襲  
激により血清中に産生された抗G山Re2  これらの研究結果は、半間的に検討過  1－2．htm）、哺広く臨床家がアクセスでき  が証明できない傍感染憎の病態が多い  

47  146  8  328  ヰ十  4    3  

抗体が、血管透過性の冗進した脳炎急  と絶刺された。   
性期に中枢神経系に至り、G山R82分子  
の細胞外ドメインと何らかの反応を起こ  
し、脳炎病態形成に何らかの役割を果  
たしている病態仮説を見出した。   

上位運動神経優位A  17  19  こころの健  池田 権衡  本研究の遂行により、AIs2－KOマウスに  AしS治環藁の開発に関しては、独自の  本研究によるマクロピノサイトーシス機  
」Sの分子病態解明と  康科学研究  おける加齢惟の神経檎遺・機能的異常  能異欄を背tにした新たな神経変性疾  
治療薬の開発  が明らかにされた。また、家族性ALSの  患発癌メカニズムの提唱は、今後の疾  

原因遺伝子産物であるAJS2の分子機  患研究行数施策策定に対する新しい科  
能に関しては、その上流活性化因子の  学的根拠を提供しているものと考える。  
同定に成功するとともに、AJS2がマクロ  一方、本研究成層により具体化された  
ピノサイトーシスというこれまでに全く注  NAIPを攫的分子とするA」S治療薬開発  0  49  2  3  13  18    0  0  
目されていなかった生理的機能の調節  については、更なる低分子化合物のス  
を担っていること、ならびに神経Ⅶ胞で  クリーニング、ヒットリード化合物をはじ  
の軸索伸長調節因子であること等の新  めとするALS治療候補凄の（前）臨床試  
たな成果が得られた。   の町OClinlCalproof－0トconcoptが得ら  験への展開、および治療薬としての美  

れたことを意味するものと考えられる。  用化推進に向けての行政施策的支性  
が期待される。   

ライソゾーム酵素欠損  17  19  こころの健  鈴木 義之  ケミカルシャペロン療法の概念を確立し  遺伝病患者細胞に潜在的に存在する  一般向けの成果公表は行っていない。   

症の病態解析と新し  應科学研究  た。試験管内の酵素阻害剤が、細胞内  過去3年間の書門研究機関．国際学会  

い経口治療薬の開発  で変異蛋白質の機能発現を誘導する現  での招待講演は11回オーストラリア、  
象（シャペロン効果）を発見し、ライソ  フランス、スウェーデン、英国、カザフス  
ゾーム病治療への応用を試みた。新規  タン、ロシア、米国、エジプト、スロベニ  
シャペロン化合物をGMトガンクリオシ  ア、スペイン、日本。   
ドーシス、ゴーシェ病の憾胞実験、モデ  
ル動物実験に用い、この概念の妥当性  0  18  9  4  31  33  4  0  0  

を確証した。シャペロンは腸管で吸収さ  
れ血液脳髄門を通過し、酵素活性の発  
現、蓄積物の消化、臨床効果を発現し  
た。その分子機械を化学分析、形態観  
緊、分子モデリングにより解明した。   
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RNAlを用いた神経・  17  19  こころの健  水澤 英洋  ALS、アルツハイマー病、脳血管障害、  扇RNAトランスジェニックマウスの作製に  原著論文のみならず、多くの総説、書  アミノ酸を変えずに塩基配列のみを変  1）読売新蘭（2005年2月23日）RNAで医   
筋疾患の画期的治療  無料学研究  アミロイドポリニューロパテーなどの榛  成功し、それとSODl遺伝子変異による  暮、ならびに講演会により、SiRNAに関  えることにより＄iRNAに抵抗性の遺伝子  薬品開発2）NHKスペシャル（2005年4月   
法の開発  的遺伝子に有効なsjRNAの作製に成功  家族性ALSのモデルマウスとの凱ナ合  わる啓発に■献した。   を導入することで、一度抑制した蛋白貫  9日）中絶胎児利用の衝撃（神経幹細胞  

し、すノ′くリー法としてアデノ随伴ウイル  わせにより、AしSの発症と進行を著明に  を回復することに培養欄胞レベルのみ  治療研究の紹介）3）日経産♯新間  
スペクターを改良すると共に、生理的な  ならずinvIVOでも成功した。   16  ヱ0  巴  2  1了  2   
ビタミンEによる化学修飾法を全く新しく  RNA干渉の医療応用（横田）4）日経斬  

之  0  0  

開発した。   床応用が可能であることを示した。  聞（2005年11月7日）難病A」S．遺伝子  
の機能抑制新技術で発症防ぐ∴東京匡  
科歯科大、マウス実験   

終板アセチルコリンエ  
ステラーゼ欠損症、及  應科学研究   親和性を用いたタンパク標的療法を、終  
ぴ、他の細胞外マト  板アセチルコリンエステラーゼ欠損モデ  
リックス分子欠攫症に  ル動物であるコラーゲンQノックアウトマ  
おけるタンパウ裸的療  ウスに応用し、従来の神経筋疾患に対  
法の開発研究   する遺伝子治環では達成できなかった  0  7  0  0  0  4  0  0  0   

良好な運動症状の改善を認めた。本手  
法を細胞外分子欠嬢症に対する汎用の  
治療方法として将来確立できると期待さ  
れる。   

異鴬蛋白蓄積による  
運動系神経変性疾患  應科竿嘲項   性疾患の原因になるという考えは、遺  
の治僚法開発にむけ  伝性の疾患に関しては、変異蛋白質の  
た病態解明   警犠が細胞死を引き起こす＝とに関して  

多くの実験的証拠が挙げられ、コンセン  
サスになりつつある。一方、よリー椴的  
な孤発性疾患については、蛋白質の蓄  
積は認められるものの、その原圏は全く  8  29    5  65  9  0  0  0   

不明である。本研究は蛋白質分解シス  
テムの障害が原因であるとの仮三削こた  
ち、ALSとSND（MSA）に関して、その実  
験的証拠を得ようとするもので、一部そ  
の仮説を支持する証拠が得られ、病固  
解明に前進できたと考えられる。   

定i的神経画像によ  17  19  こころの健  こl．・：； ：卜  非侵襲的画像法により脳線稚連絡性、  臨床的に非侵譲的画像法による定量的  非侵遜的画像應の開発により患者さん  
る線条体疾患の病態  應科学研究  ドー′くミン機能の絵像技簡、定i的解  にやさしい検査法として応用可能で、検  
解明と治環浅間発  析法が確立されたことが大きな成果で  壬（歎）の効率化・医療費軽減の上で圭  

ある。これらの技術により応用研究が期  貫な成果である。   0  33  9  2  14  7  0  0  0  

待される。   の課題となる。  

骨格筋増儲職制因子  17  19  こころの健  砂田 芳秀  筋ジストロフィー治環への鶴床応用に向  独自に開発した治療分子（myostatinプ  筋ジストロフィーは未だに有効な治療法  myostatin阻害藁による筋ジストロフィー   
myostatlnの活性阻  廣科学研究  ナて、4つの異なるアプローチによリ  ロドメイン由来ペプチドおよびフォリスタ  のない難病であるが、myOStatin凪専業  治療法の開発については、新蘭（一般   
書による薪ジストロ  myostabn阻害薬の開発を行った。この  は臨床症状の改善が期待できる新規薬  
フィー冶環薬の開発  研究過程でcaveolin－3による新たな  物である。＝うした薬剤開発が実現すれ  

mYOStatlnシグナルの分子調節機構を  ぼ線病医敷こ画期的な成果が期待でき  6  0      10  15  0  0  0  
解明した。これらの成果はJournalof  る。また、筋ジストロフィー以外のミオパ  
C！inicalInv8StigatIOn等の雑誌に掲載さ  チーや高齢者における骨格筋i蔵少症  
れ、国際的にも高く評価された。   sarcoponiaに対する効果も期待できる。   

にある。  

神経移動障害を伴う  17  19  こころの健  萬谷 博  これまで機能が不明だったfukut－nが  酵素活性測定による診断法の確立によ  2005年12月1日付 日桂産♯新聞「筋ジ   
筋疾患の病賛解明と  應科竿研究  POMGnTlの＃素活性の制御に関与す  スの原因糖鎖鰯明」掲載   
治療法実現に向けた  ることと、WWSの原因遺億子産物  
技術集約的研究  POMTlとPOMT2の酵素層性には複合  

体の形成が必要であることが明らかと  
なった。これらの知見は0－マンノース型  
糖鎖の生合成が複数の分子複合体に  0  8  2  3  18    0  0  
よる厳密な制御下にあることを示してい  
る。コンセンサス配列の発見は、α－ジ  
ストログリカン以外の0－マンノシル化生  
白質を探索する上で重要であり、0－マ  
ンノース型♯錮の機能解明に繋がるこ  
とが期待される。   

rl  
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パーキンソン病プレイ  17  19  こころの健  村山 繋竣  パーキンソン病プレインリゾースを、臨  パーキンソン病診附こtも用いられて  パーキンソン病剖検例の病理診断ガ  パーキンソン病プレインリゾースの檎  国際神経病理畢会診断シンポジウム   
ンリゾ儀スの構築  康科学研究  床からでなく病理学的背景より構築する  いるMIBG心筋シンチグラフィ一に閲し  イドラインをW8bで公開し、それに基づき  築は、ゲノム研究で、パーキンソン病惣  で、日本神経病埋草会の推虎を受け、  

ことは、臨床・画像・病理連関を行ってき  て、特異度は轟いが、感度は発症早期  プレインリソースネットワークを檎築した  受性遺伝子の同定に大きくT献がで  本研究における蓄積を背tに、レビー       た伝統がないと不可能であり 

、国際的  こは低く、晩期には100％に達する病期  ことは、今後の病理研究の指積となる。  き、オーダーメード医療に遣を開くことが  小体型認知症の診断基準を口講究表  
こも独自のリゾースの構築を行うことが  依存性であることを明らかにした。ま  また、MIBG心筋シンチグラフィーの有用  できた。さらに、ネットワーク≠築におい  することができた。また、パーキンソン病  
できた。特に、レビー小体の進展におい  た、末梢自律神経系をおかす全身疾患  性は、病期依存性であるという指摘は、  てノトキンソン病の臨床・画傷・病理  予備群は高齢者の30捌こ存在するが．  
6  54  25  4  115  32  0  0  0                                                                                    て、偶発的レビー小体病∴発症前レビー  であることを示しただけでなく、皮膚や  本検査が陰性であると、パーキンソン病  連関を通じ、研修にT献することで、臨  生前に発症するのはその†0朝里度であ  
／ハ体病、パーキンソン病、認知症を伴う  溝出臓器の検討で、生前に病理確定診  ではないという誤った風潮を是正するの  床レベル全体の向上による、治療への  ることは、業界紙に報道された。さらに、  
パーキンソン病、レビー小体型認知痘  l折が可能であることを示した点は、大き  こT献する。また、皮膚生検のガイドラ  t献をもたらすことができた点が，大き  パーキンソン病のl臨床診断と病】璽診断  
のすべてのステージを網羅できてことは  インの公表は．今後の診断への暮献が  の一致は60％程度であることは、公開シ  
今後のゲノム研究へ違を開く。   期待される。   ンポジウムで患者再度より、大きな反響  

を得た。   

補足運動野反復磁気  17  19  こころの健  辻 貞俊  パーキンソン病の磁気刺激治療に閲し  薬剤、DBSとは違った新しい治療法の  今後もう少し効き目のある刺激方が仕  薬の使用iが戎り薬剤善が層少テるか  海外の雑誌に印刷中であるが、海外か   
刺激による大晦基底  康科学研究  ては、国際的に見ても議論の多い分野  可能性が示された。これまで他の疾患  上がった時に、治療方のガイドラインを  もしれない。正しい手術適応が選択で  らの問い合わせがあった。   
核疾患治療の開発  で結論が出ていない。二の状況の中  き、無駄な手術が減少する。治療効果  

で、シャム効果をしつかり自覚症状とし  のより、人的資源の有効活用ができる。   
ては認めるシャム刺激と比べて、確実  
に有効な磁気刺激治療法を開発できた  30  48  10  5  10  8  0  0  0  

点が一番の成果である。また、客観的  
運動症状は改善するが、自覚的精神痘  
状は、シャム刺激と同程度にしか改善  
せず、これら精神的効果に関してはシヤ  
ム効果の可能性がある。   

社会的問題による、  19  19  こころの健  金 言晴  新潟中越大地震後三年間の住民の精  地雷被災者においては、トラウマよりは  新潟中延大地震被災者の韻壬特異は、  成果の一部は、小千谷市震災対応車菓   
精神疾患や引きこも  應科学嘲究  神健康の推移を調査集計した。また三  ストレスモデルの方が介入支援に効果  小千谷市の地域精神保健活動に反映さ  検討会での医療関係者シンポで公開さ   
り、自殺等の精神健  年後の書齢被災者の精神疾患の有病  的であることが示唆された。また調査結  れ、ハイリスク者への重点的関わりに生  れた。また、共同通信社を程て、平成20   
康危機の実態と回復  率を調査した。交通事故彼の精神疾患  果からハイリスク者を同定した。交通外  かされた。京た同士における検討会で  年12月柑日付の日本経済新聞夕刊ほ   
に関する研究  発症割合をコホート研究で調べた。犯罪  成果を発表し、今後の支援活動の策定  

被害者遺族の精神健康と苦痛について  に寄与した。犯罪被害者の調査結果  
の調査を行い、日本で初めて実態を明  は、担当した班■が．内閣府における  2  0  0  3  0  0  0  0  

らかに」た。伸0「′dMen亡∂JH8∂化hの日本  犯罪被害者等基本法に基づき書議会  
での調査データに基づき、トラウマ的な  垂1でもあり、同会での議論に生かさ  
出来事とうつ病の関係を調べた。触法  れた。   
少年における、触法行為とトラウマ被害  
の関係を韻査した。   

特発性造血障害に闇  17  19  難治性疾患  小澤 敏也  再生不良性貧血において抗モエシン抗  再生不良性貧血における免疫病態マー  平成16年度に策定された各特発性造血  再生不良性貧血の発症動向を把握する  年2【司の班会讃総会は一般に公開され   
する調査研究  克服研究  体、微少PNH型血球、抗DRS－1抗体の  カーの意義を明らかにするため、共通  障害疾患の診療ガイドの見直しと一部  ため、特定疾患の疫学に関する研究班  ており、また、研究班のホームページを  

存在が免疫抑制療法に対する反応性  治療プロトコールによる臨床研究を開始  改定を行った。「不応性貧血（骨髄異形  と連携して臨床調査個人票を解析し、痩  立ち上げ、研究成果を広く社会に発信・  
の予測因子であることを明らかにした。  した。特発性慢性赤芽球瘍ではシクロ  成症候群）の形態学的異形成に基づく  筆調査を行った。厚生労働省より使用  還元することができた。平成18年度に  
また、HMGÅ2遺伝子の異＃がPNHにお  スポリンがステロイドより有効であるこ  診断確度区分と形啓診断アトラス」とい  許可を得た上で電子化データを入手し  は特発性造血障害調査研究班30周年  
ナる異鴬クローン拡大に関与している  と、原発性骨髄織機虐には蛋白同化ホ  う小冊子を作成し∴班■ならびに全国の  て解析を行ったが、その結果、我が国に  記念国際シンポジウムを開催し，この分  
0  112  70  3  24  12  2  0  8                                                                                    可能性を見出した。骨髄異形成症候群  ルモン、サリドマイドが有効であることを  血液内科医に広く配布した。また、軽口  おいて再生不良性貧血はやや女性に  野の欧米の研究者との交流を深めた。  

では病型進展とスフィンゴシンキナーゼ  明らかにした。再生不良性貧血と不応  鉄キレート剤が我が国にも導入されるこ  多いこと、男女とも60歳？74歳と★齢者  平成19年産には、日本学術会議・日本  
の発現呈が相関していることを明らかに  性貧血（MDS）の鑑別のため、骨髄異形  とから、特発性造血障害疾患患者での  こ発症のピークがあること、9割以上が  鉄′くイオサイエンス学会と共催で  
した。その他、原発性骨髄線維麿の究  成の形態学的診断基準を作成した。  輸血後鉄過剰症と鉄キレート療法の全  特発性であるなどの特徴が明らかと  Bioレ・On200丁京都フォローアップシンポジ  
虚機序を解明するため、JAK2遺伝子変  PN川＝対するエクリズマフ、5q－MDSに  国実態調査を実施し、その結果を踏ま  なった。これらのデータは今後の難病対  ウムを開催し、多数の研究者や市民の  
鼻マウスの作成に成功するなど様々な  対するレナリドマイドなどの新規治療薬  え、輸血後鉄過剰痘の診療ガイドを策  策行政にとって貴重なものであり、行政  参加を得ることができ、極めて高い評価  
成果を上げた。   の治験に備えた臨床調査を実施した。  定した。   的観点から主要な成果と考えられる。  を得た。   

血液凝固異常症に闇  17  19  難治性疾患  池田康夫  本研究班では．もともと疾患の分子病態  ITPサブグループでは診断基準、治療ガ  汀Pサブグループにおいて診断基準、治  DVT／PE研究においては、特に震災時  震災時に被災地への疾患予防に閲す   

する調査研究  克服研究  解析に基づいた診断基準．治療指針の  イドラインの普及とその適応による治療  療ガイドラインの作成普及と、その適応  のエコノミークラス症候群に闇して本疾  る啓■を行った。  
確立および我が国における正確な発症  
頻度や予後の把握を目指しているたた  はもちろん、国民にも本疾患を広く周知  
め、調査研究ではあっても基礎的研究  できる。医療行政や災害対策にも役立  
に力を注いだ。ITPサブグループの  て、本疾患での死亡例減少にT離す  
EUSPOTassay、TMAサブグループの  る。  
簡便で迅速に結果の得られる  K196E変異に関する顕著な成果。  86  195  47  5  28ヰ  106  0  2  

ADAMTS13活性測定法の開発、特発性  
血栓症サブグループの多施設共同で静  
脈血栓症患者を大規模に収集し遺伝子  
解析によるプロテインC、プロテインS、  
アンチトロンピンの各遺伝子の変異な  
ど、多くの優れた成果がみられた。   



原発性免疫不全症候  17  19  難治性疾患  宮脇 利男  疫学調査研填では、臨床調査個人業を  阜クローン抗体を用いたフローサイトメト  抗体産生不全症で必要となる無／低γ  患者・家族会の憶久的な活動の運営の  本調査研究班の責務の一つに、臨床個   
群に関する調査研究  克服研究  活用した全国登矧こ努め、登録総数は  リー法をXSCID、XCGD、WAS、XLPにつ  グロブリン血痕における静注用免疫グ  ためにNPO法人化へ向けの助言をし、  人韻壬菓を活用した患者登録事業があ  

1．297名となった。簡易診断法の開発と  いて開発し、遺伝子診断のスケノーニン  ロブリン製剤補充療法の用i見直しに  平成20年中のNPO法人化へ向けての  るが、豊隠こついては遺伝子診断例も  
遺伝子解析では、責任遺伝子の明らか  グに活用。A【）A欠損症、IPEX症候群、  協力し、全国実態調査に基づき重症複  患者・家族会への援助を行った。原発  含め主治医に登録を促すという形で行  
となっている疾患の遺伝子解析喜進  NEMO欠穐痘、A丘Omis遺伝子変異、  合免疫不全症、Wiskott一人目rlCh症候  性免疫不全症候群は比較的まれな疾  われてきた。しかし、遺伝子診断例が畳  
め、新規大任遺伝子を含め新たに223  礼へP欠嬢痘、IRAK4欠損症についても、  群、慢性肉芽瞳虐に対する造血幹細胞  患であることより、患者・家族にとって安  録例を大きく建えている。この間題点を  
家系で遺伝子解析による確定診厭を行  保因者同定、幹細胞移植後モニタリン  移植の統一したガイドライン稟を作成し  

た。   84  307  0  0  830  12¢  9  0  0  
析を行い、新規責任遺伝子として世界  後早期にスクリーングする為、T細胞受  設を原発性免疫不全症候群の書門病  にするためにも、インターネットを介した  
に先駆けて1型★Ⅰ虔症候群の責任遺  容体の環状DNAを定iする方法を確  院として担当医と連絡先をホームページ  登録の実施、疫学調壬担当者と遺伝子  
伝子STAT3及び2型高IgE症候群の責任  立した。新生児マススクリーニングに用  に掲示した。さらに、個々の疾患の確定  解析担当者との円汁な連携プレー、鑓  
遺伝子Tyk2を同定した。   いる乾燥濾紙血で実施可能で、埼玉  診断に必要となる遺伝子診断の可能な  

県∴東京都で′くイロット的研究を開始し  29施設をホームページに載せた。   
た。  

難治性血管炎に閲す  17  19  難治性疾患  尾崎 承一  JMÅAV試験で得たMPO－ANCA関連血  「MPO－ANCA関連血甘炎に対する重症  血管炎症候群の診療ガイドラインを日  結節性多発動脈炎と顕微鏡的多発血  原発性血管炎に関する国際シンポジウ   
る調査研究  克服研究  管炎患者末梢血の遺伝子発現を解析  産別治療プロトコールの有用性を明ら  本循環器学会と共同で作成中である。  管炎の臨床個人調査票を平成18年度  ム1ntomati0081Sympo＄iumonPrlm訓Y  

し、アウトカムと関連して有意に変動す  かにする前向きコホート調査研究  から明確に区分できた。これは今後の  Systo血cV8SCu‖tklosを平成19年9月29  
る丁4遺伝子を同定した。血管炎患者の  （JMAAV試験）」を行い、51例を登録し  臨床個人調査票の適正な活用にもつな  日に文京で開催した。海外から4名の濱  
抗血管内皮細胞抗体の新規の対応抗  がり、画期的な改訂である。   昔を摺れした。基礎研究、中小型血管  
原を同定した。血管炎モデル動物として  炎∴大型血管炎、生物学的製剤の有用  
リコンビナントインフレツドマウス  性という4テーマで、研究班からの報告  
MXH／lp（、HTLV－Ⅰ8nV－PX遺伝子導入  57  183  232  12  428  202  ロ  2  l  
ラット、カンジグ成分CÅWS誘導冠状動  の血管炎における日米欧の疫学・病態  
脈炎モデルマウスを樹立・解析した。轄  の差異が関心を兼め、今後の国際共同  
節性動脈周臨炎、Wogonor肉芽腹症、  研究の方向性が議論された。それらの  
悪性関節リウマチ、高安動脈炎、  内容はproe朋dngとして発行した。   
Burgor病の疫学的・臨床医学的特性の  
分析を行なった。   用性も明らかにした。  

自己免疫疾患に閲す  1丁  1g  難治性疾患  山本 一彦  全身性エリテマトーデス、多発性筋炎・  全身性エリテマトーデスの臨床的検討  SU：の適正治療方針の検討を行なって  筋炎症厳を伴わない皮膚厭炎をどのよ  班会議は公開で行なった。それ以外は   
る調査研究  克服研究  皮膚筋炎、シエーゲレン症候群、成人ス  

テイル病などの自己免疫疾患に対して、  
共同研究書菓として、ゲノムの解析の  
為のサンプル収集、全身性エリテマトー  
デスの適正治療方針の検討、新規治療  
法の導入のための臨床治験の推進を  
行い、個別研究として病態解明、先蛛  37  280  0  0  50  10  5  0  0  

的治療法の開発などの研究を推進し  
た。   のIRB承認の上200丁年6月に治験届提  

出、2007年7月より被験者登録を開始し  
た。全身性エリテマトーデスに対するリ  
ツキシマブ投与で、有効性が見られた。   

ベーチェット病に閲す  1丁  19  難治性疾患  金子 史男  ベーチェット病の発症には疾患感受性  HLA－B51陽性でHUl－A■2601を有する  腸管ベーチェット病診療作製プロジュク  毎年、年2回の研究班会議は患者会  2∝〉8年2月8日付け、Jき卵nModeino   

る調査研究  克服研究  遺伝子（HLA－B51近傍）の内因子と引き  患者は完全型で眼症状が多、HLA－B51  トが開始され、200＄年11月18日会議が  ベーチェット病友の会の方々並びに開  Vol．11「ベーチェット病一高まるインフ  
金になる外因子が関与する。外因子の  陰性で目しl－A■2801を有する患者は皮  開催されて難治性炎症性腸管障害に開  係製薬会社の方々に対して参加を呼び  リキシマフヘの期待 さらなる適応拡大  
一つとして、患者の口腔内の   庸・粘膜症状が多い。病変部では、主に  する調査研究（主任研究者 慶應馨塾  かけ、また班会議終了後は、患者会の  も 診断と治療ガイドラインも改定へ」が  
StreptococcuさSanguinisは増殖してお  ml型サイトカインによる炎症症状であ  大半 日比紀文教授）の「炎症性腸疾患  方々の勉強会としての時間を設けて班  掲載された。  
り、それに対して過敏反応を擾絹・してい  り、特に重症ぶどう膜炎を起こした患者  の診療ガイドライン開発と診療オブショ  ■の研究成果を解説して理解を求めて  
る。病変部には古関連の65kDa熱ショッ  22  18  31  177  1丁  9  3  7  

ク蛋白（HSP－65）と反応性ヒトHSP－60お  
よび菌由来Bo＄一1DNAが存在し、眼網  
膜蛋白Brn3bの構造と相同性がある。  
To…ik8rOCO餌0「－2．4．9が発現し、自然  
免疫機痛が関与している。   

ホルモン受容機機具  山  19  難治性疾患  松本こ 俊夫  低Ca血痕、FGF23異禦虚の診断指針お  低Ca血走の鑑別診断フローチャートの  低C∂血虚惹起疾患のうち遺伝子異≠  本研究班が対よとしている副甲状腺機  本研究班■が明らかにした、FGF23が   
≠に関する調査研究  克服研究  よび甲状腺クリーゼの診断基準を策定  作製により、これらの病態の疾患概念  等が解明された副甲状腺ホルモン分泌  能低下症、ビタミンD受容体異♯痘、低リ  Klothく〉葦白を共受容償として作用を発  

した。偽性別甲状練機能低下痘の  の理解が進むとともに適切な治療法の  低下に基づく疾患を特発性副甲状腺機  ン血癌性疾患、甲状腺和レモン不広丘、  揮すること、VDRを介する負の転写韻節  
GNASlインプリンティング異♯およぴCa  選択にも井献できる。また、血中FGF23  能低下丘から独立させ、新たな診断指  TSH受容体（抗体）異♯丘などは、早期  機拙こDNAメチル化が関与すること、さ  
感知受容体異♯の病態解析、VDRを含  濃度に明確なカットオフ値を設定し、  針を策定した。FGF23臭★症の診断指  発見や適切な治療により良好な予後が  らに脱メチル化により可逆的に転写偏  
む新規染色体再構成因子複合体  FGF23過剰症とそれ以外の原因による  針については、低リン血痘性くる病・骨  得られる。したがって、これら疾患にお  進がもたらされることなどはホルモン受  
（WINAC）同定とこれによる1α（OH）as8  低リン血性疾患の鑑別が可能となった。  軟化症の診断に寄与し、今後、治療法  ナる診断指針の策定や基礎的検討成  容体や遺伝子の転写韻節における全く  
8  182  26  0  226  74  ■  3  15                                                                                                   遺伝子の負の制御機積の解明、FGF23  さらに、いまだ致死辛が高いにもかかわ  の開発をすすめる上で妻妾な成果と考  果は医療費の削減のみならず、国民の  新しい制御機檎の存在を示すものであ  
産生調節・作用機序の解明、甲状腺ホ  らず、明確な診断基準が存在しなかっ  えられる。甲状腺クリーゼに関しては、  健肘福祉の向上にも主事な役割を果  り、画期的な成果であるといえる。これ  
ルモン不応症動物モデルの解析ノくセ  た甲状腺クリーゼに関して診断基孝を  我が国初の診断基準の策定に続き、全  たすものと思われる。また．FGF23測定  らの成果は他の広範なホルモン受容機  
ドゥ眼痘と遺伝子多聖の関連など、基  策定した。これら疾患の診断・治療指針  国疫学調査を予定している。さらに治療  ま現時点では保険適応はないが、本研  構臭♯痘にも応用が可能であり、ホル  
礎・臨床双方で成果を収めた。成果は  の策定とその普及が進むことにより、当  が困難であるバセドゥ病悪性眼球突出  究班による測定系の普及から、FGF23  モン受容機檎眉欄痴に起医する難病と  
Naur8等に掲載され、国内外から大き  該疾患の予後の改善が見込まれ、多大  症の診断・治療指針の策定も内分泌竿  過剰症の診断が日♯診療でも可能とな  その間遵疾患の病態解明・治療法確立       な反響があった 

。   な社会的効果が期待される。   会等と連携し開始した。   ることが期待される。   への寄与が期待できる。   
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間脳下垂体機能障害  17  19  難治性疾患  千席 和夫  遺伝子租換えマウスを用いた病態解析  ‖柑例のデータから日本人成人IGF－1  次の手引きを改訂した。先端巨大痘お  これまで、種々の巨富床的検討を行ってき  成人成長ホルモン分泌不全症（AGHD）   
に関する調査研究  克服研究  より、家族性中枢性尿劇症の発症には  基準値が再設定された。GHRP2試験の  よび下垂体性巨人症の診断治摂、成長  た薫物が、実際に臨床の壌でも使用で  の治療が、読売新聞（2007年2月11日  

異精蛋白の蓄積、エストロジェンおよぴ  成長ホルモン分泌不全症（GHD）診断法  ホルモン分泌不全性低身長症の診断、  きるようになった。成人成長ホルモン分  （日）‖こ取り上げられ、「日本での  
脱水が関与しており、発症予附こ脱水  としての有用性が確認され、カットオフ  成人GHDの診断治療、ケンシング病の  泌不全症に対するGH補充療法の保健  AGHD治療は遅れていたが、厚生労働  
の回避が有効であることが示された。  値が設定された。GH粛1定法が標準化さ  診断治療、Pro（Sub）－C＝nicalCushing  適応が認可された。先端巨大痘の治療  省間脳下垂体機能障害調査研究班が  

SIADHラットモデルの解析から、   れた。中でもGHRP2試験は世界に先駆  病の診断治療、ACTH分泌低下症の診  薬として、GH受容体括抗藁ペグピソマ  治療・診断の指針を作り、2006年から保  
0  301  105  0  240  38  l  0  0                                                                                    ovast∂tinおよぴデキサメサゾンの早期  ナて我が凶で確立したものであり、＝の  断治療、プロラクテン分泌過剰症の治  ントの保健適応が認められた。異所性  健適応となったJと報道された。Naturo  
投与が楕中心鰻鞘崩壊の抑制に有用  試験に関してはNatur8ClinPrac  療、中枢性思書期早発症の診断、バゾ  バゾプレシン産生腫事軌こよるS仏DHに  GlinPracEndocrinoIM8bb4（2）ガ8一郎．  
であることが明らかになった。散発性下  Enくbcr】nOIM¢tab4（2）：68－69．2008で  プレシン分泌過剰痘の治療。また、治療  対して、／くゾプレシンV2受容体桔抗藁  2008に開発した検査法（GHRP試験〉が  
重体腺腫発症におけるMENIN－P27系抑  
制が関与している可能性、GH産生膿腫  
で自発性の活動電位がGH過剰分泌の  
もととなっている可能性が示唆された。   間紙を開発した。   

ウb一ム．  副腎ホルモン産生臭  ロ  19  難治性疾患  藤枝 憲二  Ad4BP′′‘sト1の胎仔副腎皮質特異的エ  新たな先天性副腎酵素欠攫痘である  一般医家向けおよび書門医療機関向け  副腎偶発性、副腎癌についての全国調  公開の研九報告会を毎年1回開催し、   
禦に関する韻査研究  克服研究  ンハサーを同定し、副腎皮質形成機檎  P4500メid〕red」CtaSe（POR）異議症の概  の「原発性アルドステロン症診断の手弓  壬を行い、実態を把握した。21一水酸化  活発なディスカッションが行われた。   

の一端を明らかにした。マウス・ヒト骨髄  念、診断基準、治療指針を示すことがで  き」を作成した。「先天性副腎低形成症  酵素欠損症の出生前診断・治療に閲す  
間薫系細腫、脂肪由来間薫系細胞に  きた。また、2ト水酸化酵素欠損症の出  診断の手引き」を新たに作成した。「先  るアンケート調査を行い、実態を把握し  
A（jヰBP／Sト1を一過性強制導入するこ  生前診断・治療に関するアンケート調査  天性‡！順過形成痙の診断基準jを改訂  た。今後、全国共通の出生前診断・治  
とにより多種ステロイドホルモン産生と  を行い、その実態を把握した。ホルモン  した。「副腎偶発性の診断・治療指針」  療を行うことができるようなシステム≠  
ACTH応答性を有するステロイド産生絹  築、ならびに診療ガイドライン作成が必  

12  63  40  4  57  33  2  0  0  

眼へと釧ヒ誘導することに世界で初め  要になると考えられた。   

て成功した。その他、し只H－1導入に  
cAMP処理を加えることによっても同様  
の分化誘ヰを尊くことが可能となった。   

こ上▲  
関する調査研究  克服研究  ジンSの発見を始めとする中枢性摂食・  軽性食欲不振痘の病態研究の統合が  ライマリケアのためのガイドラインは国  無機閣が少ない現状で、本症のプライ  療応用」を平成17年3月に出綽した。思  

エネルギー代謝調節機欄に関する研究  摂食促進作用を有するグレリンの臨床  内外に見当たらない。本研究班でそれ  マリケアのためのガイドラインの普及に  春期の★少年に摂食障害を分かりやす  
成果は国際的も評価されている。視床  試験に発展した。その中でのグレリンが  が作成されたことにより、本症の約7割  伴い一般医の本症への対応が適切に  く解説した園暮「ダイエット障害」を発行  
下部レベルでの研究に中枢性澤食異欄  神経性食欲不振痘の病態改善をもたら  が最初に受診する一般医が本症に対し  行われることになり、本痘への医療体  し、都内女子中学★校では「思春期の  
痘の病因■病態に関与している可能性  したという結果は、グレリンによる治療  速やかに適切な対応を図ることが可能  制を補っていくことが予測される。  心と身体」と超した講義を年に1国毎年  
が高いinfra＝mblCCO佃X、分界条床核、  浅間先の可能性を示すものである。神  こなると予測壊れ、本症の書門医が少  0  88  81  2丁  136  39  n  l  55                                                                                           行っている。摂食障害患者をもつ家族を  

外側中核等も研究対象として新たに加  鎧性食欲不振痘の家族のための心理  ない現状では社会的にも意義のあるこ  対女とした心理教育の会を東京女子医  
わり、発展が見られた。   教育プログラム用のDVDが作製された  科大半で月に1－2固開催している。こ  

ことは、家族の本症の理解と治療への  の取組をDVD「拒食症の安族教室」にま  

協力を勧める上で臨床上意義のあるこ  とめ、ホームページ  

とである。   （httpノ／w〟1〟3月hpsacJP／‾8atf訂mly／′）を  

遺してその昔及を図っている。   

原発性高脂血症に関  円  19  難治性疾患  山田 悟博  原発性高脂血症病態の研究を、遺伝分  原発性高脂血症研究の臨床的目的は、  ハイリスク★脂血症の調査、研究の結  上妃の掛こ提唱した高トリグリセフィド  高トリグリセフィド血症の診療ガイドフイ   
する調査研究  克服研究  子生物学的と生活習慣病としての両面  その管理による動脈硬化性疾患の予防  果、2005年に作成されたわが国のメタ  血痕の診療ガイドライン、家族性コレス  ンの提唱内容は、2007年日本動脈硬化  

から展開した。メタポリックシンドロー  にある。高脂血症の中でも動脈硬化性  ポリックシンドロームの診断基準に基づ  テロール血走（FH）の診療ガイドライン  学会シンポジウムにおいて発表した。  
ムや複合型高脂血症の研究は、日本人  疾患を進行させるリスクが主権したハイ  いた日本における現状と闇樫点を明ら  ま、高脂血症診療日♯診動こ重要な指  
こおけるハイリスク高脂血症の現状把  リスク群を重点的に管理予防することが  かにした。ハイリスク王Ib型高脂血症  針を提示している。原発性高脂血症研  
穫にT献した。また□∂型高脂血症研究  重要であり、本研究ではハイリスク群を  （複合型高脂血症）の研究成果として、  究の書門家集団である本研究班が提  
は、家族性高コレステロール血症診療  重点的に研究対象とした。その結果、  わが国としてはじめて薔トリグリセライド  喝しているこれらのガイドラインが当該  
ガイドラインの作製の基礎データとなっ  メタポリックシンドロームやハイリスクIta．  血症の診療ガイドラインをnonHDLコレ  学会等で今後ガイドラインを作製する際  

3  0  0  79  107  48  5  0  0  

た。班■はそれぞれのコホートや外来  
患者として、年齢（小児、愚書期、高齢  
青も含む）、都市と農村部、島など地域  
性、」様々な特性を有する研究対象集  ステ⊂トール血症（FH）を多く含み、これを  

団を有しており、成果は日本人全体の  ふまえてFHの診療ガイドラインを援唱し  

現状をよく反映していると思われる。   た。   

アミロイドーシスに開  17  19  難治性疾患  山田 正仁  AAアミロイドーシスに対するルー6阻害の  ALアミロイドーシスにおけるメルファラン  エヒテンスレベルのtい治癒力イドブイ  FAPの肝移植でドミノ移植におけるFAP  アミロイドイメーンノグ（慮器沈着アミロ   

する調査研究  克服研究  強力な効果の報告、TTRアミロイドーシ  こよる寛解ヰ入と自家末梢血幹細胞移  ンを開発するために、ALアミロイドーシ  肝のレシーピェントが医原性のアミロイ  イドの画像化）開発に成功し、その診断  
スにおけるTTR変異に伴うTTR沈着メカ  植療法からなる新規治療プロトコールに  スに対する新規治療プロトコール作成と  ドニユーロパテーを短期牒で発症したこ  プローブに関する特許を出願した。その  
ニズムの解明、Aβアミロイドーシスに  よる臨床試験の実施とその有用性確  それに基づく全国多施設臨床試験、AA  とを報告し（健康危険情報）、メディアに  他では、脳アミロイドーシスに対する免  
おけるγセクレターゼ活性調節新規蛋  認、AAアミロイドーシスにおける抗IL－6  アミロイドーシスに対する抗iL－6受容体  も報遺された。臨床頭重個人票を用い  疫療法に有用な抗体に関する特許、Aし  
白の発見などに成果をあげ、これらは  受容体抗体による全国多施設共同臨床  抗体による全国多施設共同菌床試験等  た疫学調査により、従来から知られてい  アミロイドーシス関連の治療薬に関する  

17  166  154  27  234  91  16  0  2                                                                                    新規治療法開発・臨床試験実施への端  試験体制の構築とその開始など、アミロ  を実施し、さらに家族性アミロイドポリ  た長野、熊本に加え、石川がFAP■積  特許を出鰯した√「瞼国民及び患者向  
緒となった。これらの成果は、C81し  イドーシスに対するエビデンスレベルの  ニューロパテー（FAP）への肝移植療法  地であること等を明らかにした。脳アミロ  ナの啓発活動として、患者向けの情報  
Natureなどの祖誌に掲載され、国内外  高い臨床研究に成果をあげた。特にⅠい  の効果や問題点を明らかにした。最新  イドアンギオパテ一に関する世界初の  提供及び支援ガイドを難病情報セン  
から大きな反響があった。   6阻害療法によりAAアミロイドーシスを  のアミロイドーシス診療指針、医師向け  全国調査を行い、患者劇を推計した。こ  ターホームページに掲載し、さらに研究  

ほぼ制圧できる可能性があり、世界初  診療支援ガイドを難病情報センターホー  れらは今後の難病対策の基礎資料とな  成果を椙覿するためのホームページを  
の大規模臨床試験は国際的にも期待さ  主任研究者所属施設に開設した。   

れている。   改言丁）。   
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